
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と共通実践
・「授業作りのステップ1･2･3」シートによる日常的な授
業実践
・家庭学習の質の向上（うちがくノートとタブレット学習
の活用）
・スタディウィーク（うちがく・うちどく）の定着
・読書活動,「うちどく」の充実

○「授業作りのステップ1･2･3 Vol1,2」のステップ２を達成している職
員90％以上。
○よりよい学校づくりアンケート「進んで読書をしていますか」で「よく
できている・できている」の回答を９０％以上を目指す。
○「おはなしどんぐり」と協力をして、うちどくを推進する。
○家読・家学への取組が９０％以上

・「授業作りのステップ1･2･3 Vol1,2」に沿った授業を展開し、1時間の中に
「書く」活動と「話し合う」活動（対話）を設定し、自己表現する場を設定する。
・年間や学期ごとの貸し出し目標冊数を明示し、貸し出し冊数を視覚化して、
図書館の利用の充実を図る。
・うちどくリレーの感想を図書館だよりに紹介して、うちどくに対する意欲を高
める。
・家読は月に1回、家読ウィークを設定する。家学は毎週末の宿題で取り組
ませ、良い内容については掲示や表彰を行う。

B

・「授業作りのステップ1･2･3 Vol1,2」に沿った授業を展開し、1時間の中に
「書く」活動と「話し合う」活動（対話）を設定し、自己表現する場を設定して
いる職員は100%であった。
・「進んで読書をしていますか」に肯定的に回答した児童は73%だったの
で、２学期から図書館から本を借りやすくするために、２学期から貸し出し
方法を簡略化した。
・1学期のうちどくリレーの感想を図書館だよりに紹介することで、２学期の
うちどくリレーへの意欲付けにつながった。うちどくリレーがスムーズに回
るよう今後も呼びかけや、読書だよりでの紹介をしていきたい。
・家読・ノーメディアウィークを月に１回設定し、実施率はどちらも毎月90%
を超えている。家学も週末の宿題として定着している児童が大多数。

A

・研究発表の主題とも関わっていたので、全担任が1時間の
中に「書く」活動と「話し合う」活動を盛り込んで、児童の対話
は活発になった。
・家読・ノーメディアウィークを毎月実施し、黒川町の家読へ
の意識の高さを保護者に啓発し続け、毎月90％を超える実施
率を維持することができた。
・２学期から１年生も週末の宿題の家学に取り組み始め、全
校児童が興味があることを調べたり予習・復習に活用したりし
た。よい作品を毎週掲示している。

A

・家読や家学、そして家読ノーメディアウィークなど、家庭と学
校が協力して学習習慣を育てようとする取り組みがしっかり根
付いており、地域としてもとても心強く感じています。
・学力の伸びがどのように表れているのかが少し見えにくいと
ころもありますので、CRTなどの客観的な結果や分析を共有
していただけると、取り組みの成果がより伝わりやすくなると
感じます。
・基礎学力の到達状況を継続的に示す仕組みが整うと、地域
や家庭もいっそう応援しやすくなると思います。

学力向上コーディネーター
図書主任

○人権が尊重される学習活動づくりの推進
・対話力の向上
・タブレット端末の有効活用

○「人の話をしっかり聴く」児童95％以上。
○「対話を通して自他の意見を認め合うことができる」児童90％以
上。
○「人権が尊重される授業作り」チェックリストを8割達成している教
職員90％以上。
〇タブレット端末を授業に有効活用している教職員90％以上。

・「人権が尊重される授業づくりの視点」をもとにペアやグループ活動を仕組
むことで、人の話をしっかり聴く児童を育成する。
・異なる意見や多様な価値観に触れる機会を意図的に授業内に取り入れ、
自分の考えを持ち、異なる立場の友達と意見交換する対話活動を通して、
自分と異なる考えを尊重しながら話し合う力を育成する
・伊万里市小学校ICTスキル習得体系表を活用し、発達段階に応じたタブ
レット端末を活用した授業を行う。

A

・「対話を通して自他の意見を認め合うことができる」と回答し
た児童は95％、「人の話をしっかり聴く」と回答した児童は
94％だった。今後も、ペアやグループ活動を仕組むことで話を
しっかり聴ける児童を育成する。
・「人権が尊重される授業作り」チェックリストを8割達成してい
ると回答した教職員は100％だった。
・タブレット端末を授業に有効活用していると回答した教職員
は92％だった。今後も、ICT支援員を活用するなどして発達段
階に応じた活用をしていく。

A

・「人権が尊重される授業作り」チェックリストを8割達成してい
る教職員は100％を維持できた。児童の回答では「人の話を
しっかり聴く」が92％、「対話を通して自他の意見を認め合うこ
とができる」は89.3％と肯定的な回答だった。今後も、対話活
動の基本を改めて徹底するとともに対話活動の質を高めてい
く。
・ICT支援員を活用したり、授業やのびっこICTでタブレット端
末を活用することで、「タブレット端末を授業に有効活用して
いる」と肯定的に回答した教職員は91.7％だった。

A

・人権を大切にした学習づくりやICTを取り入れた授業が丁寧
に進められ、子どもたちが意欲的に対話に取り組む姿が地域
にも伝わってきて、とても嬉しく思います。
・対話力が育つ中で、よりよい関わりを広げていくためには、
敬語や呼び方などの言葉づかいを丁寧に教えていただける
と、さらに安心して学べる環境につながると感じます。
・これからも、人権を大切にした学びを基盤に、子どもたちが
互いに温かく関われる力を育てていかれることを期待してい
ます。

研究主任・副主任

●児童が、自他の生命を尊重する心、他者への思い
やりや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、
豊かな心を身に付ける教育活動
・人権が尊重される人間関係作り・環境づくり
・自己有用感を高める４ポイントの徹底実践
・異学年集団活動や「出番・役割⇒承認」を取り入れ
た特別活動・教科指導
・自他の「きらり」見つけ
・「伊万里っ子しぐさ・いのちの教育」を活用した心の
教育　
　　
　　
　　
　　

○人権が尊重される環境づくり・人間関係作り・学習活動
づくりを意識し，「教育活動全体を通して心の教育を行い、
児童の心を耕す指導を行っている」と回答した教員
100％。

○「先生方はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答する児童80％以上

・人権・同和教育の視点で授業づくりをする。自己理解や他者理解を図り，
学校の教育活動全体を通して人権意識の向上に努める。
・「いのちの教育指導資料」または，「伊万里っ子しぐさ」を活用した授業を年
間１回以上行い，活用を推進する。

・全職員が自己有用感を高める４ポイントの実践を図るために、職員の意識
の継続と徹底を推進する。（職員が見つけた児童のよい行いを掲示するコー
ナーを作る。）
・児童の良い行いを具体的に褒める。→放送や掲示などで称賛を見える化
し、積極的に承認していく。

A

・道徳の授業やのびっこ心などを行ったり，「いのちの教
育」「伊万里っ子しぐさ」などを活用したりしながら児童の
心を耕すような指導を行っている」に肯定的な回答した
教員は１００％だった。

・全職員が，自己有用感を高める4ポイントの実践を心
がけたり児童のよい行いを掲示する活動を行ったりする
ことで，「先生たちは自分のよいところやがんばっている
ところをほめてくれている」と肯定的な回答をした児童が
１００％であった。

・今後も授業や学校活動全体を通して児童のよい行い
を具体的に褒めながら自己有用感を高めていきたい。

A

・「人権が尊重される授業作りの視点」を意識した授業を行っ
ていると肯定的な回答をした職員は100％だった。また，道徳
の授業やSST、エンカウンターなどを行ったり、「いのちの教
育」 「伊万里っ子しぐさ」などを活用したりしながら児童の心を
耕すような指導を行っていることに９０％超の職員が肯定的
な回答をしており，学校の教育活動全体を通して人権意識の
向上がみられたといえる。

・全職員が自己有用感を高める4ポイントの実践を心がけたり
（１００％），校内研究と連携して「先生が見たきらり」を掲示し
たりと児童のよい行いを具体的に褒めることで，「先生たちか
ら褒められる」「先生たちが話を聞いてくれる」と感じている児
童は９０％を超えた。

A

・心の教育や人権を大切にした授業が丁寧に進めら
れ、子どもたちと先生方との信頼関係がしっかり育まれ
ていることを、地域としてとても嬉しく感じています。
・道徳の学習では、お互いの良さを認め合い、感謝の気
持ちを表す姿が見られ、自己有用感が高まっていること
も大きな成果だと思います。
・きらり見つけや褒める指導など、子どもたちのよいとこ
ろを引き出そうとする取り組みも温かく伝わってきます。
・今後も、先生方が落ち着いて関わりながら、子どもた
ちが安心して心を伸ばしていける環境づくりを続けてい
ただければ、地域としても心強いです。

人権・同和教育担当
道徳主任

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実
・いじめをしない,させない,許さない人権意識の高揚
（いじめの未然防止と早期発見）
・いじめや人権に関する道徳授業の充実及び体験活
動の充実
・SC、SSW、民生委員等と連携したいじめ対策委員会

〇毎月1回生活アンケートを行い、児童の悩みや不安を早期発見
し、教育相談を行う。
○「いじめや不登校に対して、積極的にその防止に努めている」と回
答した教職員100％
○「学校はいじめに対して、予防や早期発見、丁寧な対応を行って
いる」と回答した保護者95％以上。
○年に2回教育相談週間を実施し、児童に寄り添い児童の気持ちを
受け止める。

・生活アンケートや日頃の児童観察により児童の悩みや不安を
早期発見し、児童の話を聞いたり、SCにつなげたりする。
・連絡会で毎週気になる子についての共通理解を図る。
・全学年共通の教材を活用し、各学年でいじめを生まない道徳の
授業を行う。
・SC及びSSWとの連携を図り、全学級1回はSCによる心の授業の
実施及び職員研修会を実施する。

A

・生活アンケートで気になる児童に対して担任に聞き取
りをしてもらったり、QUテストの分析を職員研修で行っ
たりした。「いじめや不登校に対して、積極的にその防
止に努め、児童一人一人に所属感・存在感を持たせて
いる。」に対して肯定的に回答した教職員は100％で
あった。
・SCと連携を図り職員研修を行い、不登校傾向の児童
にはカウンセリングを進めるなどSCの活用を進めた。

A

・「いじめや不登校に対して、積極的にその防止に努めてい
る」と回答した教職員100％、「学校はいじめに対して、予防や
早期発見、丁寧な対応を行っている」と回答した保護者93％
だった。「先生たちは、じぶんのはなしをよくきいてくれます
か」に対し93％児童は肯定的に回答していた。
・6月のQUアンケートを分析して各学級の取り組みを考え実
践し教育相談週間の実施や毎週「気になる子」の共通理を図
るなどして、11月に生活アンケートをとったところ、どの学級も
改善がみられた。

A

・日頃から、小さな変化も見逃さずに子どもたちを丁寧に見守
り、いじめの未然防止に取り組んでくださっていることに、地域
として深く感謝しています。
・いじめの背景には家庭の状況が影響することもあるため、
必要に応じて保護者と一緒に理解を深めながら進めていく姿
勢を大切にしていただければ心強く思います。
・アンケートの肯定的回答が少し低めだった点を踏まえ、学校
の取組や子どもたちのようすがより伝わる工夫があると、保
護者の安心にもつながると思います。地域としても、学校とと
もに子どもたちを見守っていきたいです。

教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて
意欲的に取り組もうとするための教育活動。
・夢や目標をもってチャレンジする場作り
・自分でめあてや計画，意思決定したり，振り返ったり
する時間の確保

○「自分で決めて、チャレンジしている」と回答した児童
90％以上
○「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答
をした児童90％以上

・各学年、各月や各学期、行事ごとに「黒川きらり⑫」を基に目標
を設定する。活動後は振り返りを行い、その内容について掲示を
使って紹介する。
・共遊や児童集会、委員会活動、学校行事等では、事前に教師と
児童とで打ち合わせを行い、当日は児童が中心となり活動を行う
ことで「出番・役割→承認」を取り入れる。

A

・学校行事で高学年の児童に司会進行を任せたり、委
員会活動で児童が決定し、計画・実行したりした。その
行動を全校児童が集まる場で称賛することで自己有用
感を高めた。また、各学年、各月や各学期、行事ごとに
「きらり⑫」を基に目標を設定し、目標を達成するために
目的をもって活動に参加することができた。「自分で決
めてチャレンジしている」と答えた児童は９３％で、「将来
の夢や目標をもっている」に肯定的な回答をした児童は
９５％だった。

B

・共有や児童集会、委員会活動や学校行事では、事前に教
師と児童で打ち合わせを行い、児童が中心となり活動を行う
ことで「出番・役割→承認」を取り入れることができた。
・各学期、行事ごとに「黒小きらり⑫」を基に目標を設定してき
たが、月によっては振り返りが十分に行えない場面も見られ
た。その結果、「自分で決めてチャレンジしている」に肯定的な
回答をした児童は８５％となり、中間評価時より８ポイント減少
した。今後は毎月の振り返りを確実に行うことで児童が自ら
の取組を実感し、児童が自分で決めてチャレンジしているとい
う意識を高めていく。

A

・行事や学習活動の中で、子どもたちが役割を担いながら自
分の良さを発揮し、成長していく姿を地域として温かく見守っ
ています。とくに高学年が主体的に動く姿は頼もしく、自己有
用感を育む学校の取組がしっかり根付いていることを感じま
す。
・参観の機会が減り、成長を直接見る場が少なくなったため、
学校の取り組みや子どもたちの様子を共有いただける工夫
があると、保護者としても安心して関われると思います。

まなび部長

●運動習慣の改善や定着化
●望ましい生活習慣の形成
・「早寝・早起き・朝ご飯」の推進
・G学年体育科学習の充実や外遊びの奨励
・スポーツチャレンジを通した体力向上の取組
・給食・食育指導の充実

●「進んで運動をしたり、体を動かす遊びをしたりしてい
る。」と回答した児童90％以上
○「早寝・早起き・朝ご飯を心掛けて生活している」と回答
した児童90％以上。

・運動するよさを放送等を通して伝えることで、外遊びや体育館での遊びを奨励す
る。（週に2日以上）
・スポーツチャレンジにおいて、掲示板に記録表やチャレンジポスターを掲示し、達成
回数の記録を更新し、学級での取り組みの充実につなげる。
・「早寝早起き朝ごはん」の徹底を図るために、チェックシートを作成し、年2回家庭で
の取り組みを推進する。また、養護教諭による保健指導や学級担任による道徳・学
活の時間などで、生活リズムと健康との関係について考えさせる機会を設ける。

B

・「進んで運動をしたり、体を動かす遊び【外遊び】をしたりしている」
と回答した児童が92％だった。体育館使用の放送で遊びを奨励し
たことが改善につながった。今後クラス単位で「みんなで遊ぶ日」を
設定する等の活動を奨励し、遊んで体力の向上につなげたい。
・スポーツチャレンジについては、１学期の取り組みができなかった
ので、委員会活動を中心に２学期以降に実施していく。
・1回目の早寝早起き朝ごはんのチェックシートを実施した。２回目
は個人でふりかえりを行ってから実施し、よりよい生活習慣を身に
付けさせていきたい。

A

・「進んで運動したり、体を動かす遊び【外遊び】」をしたりして
いると回答した児童が98.2％だった。前回より6ポイントほど向
上した。スポーツチャレンジや体育の延長等で運動する習慣
がついてきていると考えられる。
・「早寝・早起き・朝ごはん」については、チェックシートがあっ
たことで、95％ほどの児童は意識して取り組むことができた。
できていないところは、家庭での生活リズムの改善が課題に
なるので、早寝早起き朝ごはんの啓発活動をする必要があ
る。

A

・子どもたちが健やかに学ぶために、「早寝・早起き・朝ごは
ん」や外遊びの大切さを、学校と家庭が一緒に支えてくださっ
ていることに、地域としても心強く感じています。
・最近は家庭でスマホやゲームに触れる時間が長くなりがち
な様子も見られます。ご家庭で約束ごとを決めて生活リズム
を整えていただけると、学習にもよりよい影響があると思いま
す。子どもたちが元気に過ごせるよう、地域としても引き続き
温かく見守っていきたいです。

すこやか部長
養護教諭

○危機回避能力の育成
・感染症や災害、事故、事件に対応した避難
訓練や安全教育の実施　

○「災害や事故、事件などに対して、児童に危険を予測
し、回避させる指導を行っている」と回答した教員１００％
○「避難訓練や交通安全教室、学活で学んだことなどを意
識し、安全に気を付けて登下校したり、学校生活を送った
りしている」児童95％以上。

・年間４回の避難訓練の前後に、学級で訓練の必要性や避難方
法について指導し、年間通して継続指導を行う。
・月1回の集団下校の日に、学級で下校時のルールを確認する。
・自分で危機を予測して動く力を育てるために、資料や動画を活
用して安全教育にかかわる研修を行う。

A

・1学期間に避難訓練を4回行い、資料を活用して事前事後指導を
した。
・登下校の様子を確認し、校内放送や集合をしながら適宜指導を
行った。
・「災害や事故、事件などに対して、児童に危険を予測し、回避させ
る指導を行っている」と回答した教員は100％、「避難訓練や交通安
全教室、学活で学んだことなどを意識し、安全に気を付けて登下校
したり、学校生活を送ったりしている」児童100％だった。どちらも「よ
くできた」と回答した割合が65％だったので、より意識を高めていけ
るように指導や研修等を行っていきたい。

A

・「児童に危険を予測し回避させる指導を行っている」と回答した教
員は１００％だった。また、「避難訓練や交通安全教室、学活で学
んだことなどを意識し、安全に気を付けて登下校したり、学校生活
を送ったりしている」と回答した児童や保護者も95％以上と、学校
と家庭ともに高い意識となった。
・安全に登下校をしたり、学校生活を送ったりするためにも、小さな
気付きがあれば職員間で共有し、その都度指導を行った。ルール
やマナーを守ることが安全・安心に繋がることを理解させ、児童の
間でも互いに声をかけあうことができていた。

A

・地域で見守っていると、集団登校での歩き方や横断歩道の
渡り方がとても上手になり、子どもたちが安心して登校できて
いることをうれしく感じます。先生方の丁寧な安全指導のおか
げだと感謝しています。
・自転車利用のきまりや帰宅時刻の確認など、家庭とも協力
しながら声をかけていただけると、より安全な生活につながる
と思います。子どもたちが毎日健やかに過ごせるよう、地域と
しても引き続き支えていきたいです。

こころ部長

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守する。
●年間 20 日の年次休暇のうち、職員１人当たりの年次休
暇の取得日数 14 日以上

・ノー残業デーを設定し、管理職が率先して退勤することで、職員
間で帰りやすい意識を根付かせる。
・職員会議や職員連絡会など月に１回以上、業務効率化のアイ
ディアを紹介する場を設け、職員全体で働き方改革を行っていく。
・「年休おすすめ日」を設定したり、学年間で合同授業を行ったり
することで、職員が安心して休める環境を整える。 B

・ノー残業デーを設定し、管理職が率先して退勤することまた、
職員会議おいて、月１回以上、業務効率化のアイデアを共有し
合う取組を継続しており、働き方に対する意識の向上がみられ
る。４月～９月の時間外勤務は平均約20時間となり、昨年度に
比べて短縮傾向にある。
・学年間での合同授業が浸透し、休暇を取りやすい体制が整い
つつあり、９月末時点で職員一人当たりの年次休暇取得日数
は９日となっている。ただし、取得に差がある職員も見られるた
め、今後は「年休おすすめ日」の周知や、業務分担の工夫など
を通して、全職員が安心して休暇を取得できる環境づくりをさら
に進めていきたい。

B

・管理職が率先して退勤すること、業務効率化のアイデアを共
有し合う取組により、月～木は１８時３０分、金は１８時までには
退勤する習慣が定着してきた。４月～１２月までの時間外勤務
は平均約２２時間４５分となり、昨年度に比べて約３時間減少し
た。
・職員の生成AIの活用が進み、業務の効率化につながった。効
率の良い働き方ができていると回答した職員は、92.3％だっ
た。
・学年間で合同授業が定着し、安心して休暇を取りやすい体制
となっている。令和７年の職員の年次休暇取得平均日数は約１
２日であり、取得促進に一定の成果が見られた。今後は計画
的な取得をさらに進め、職員一人当たり１４日以上の取得を目
標として、学校全体で働き方改革を一層推進していく。

B

・先生方は、子どもたちが無事に下校するまで気を配り
ながら日々のお仕事に取り組まれており、そのご苦労と
工夫に地域として深く感謝しています。限られた時間の
中での業務は大変かと思いますが、どうか心身を整え
る時間も大切にしていただきたいです。
・効率的な働き方を進めながら、無理のない形で子ども
たちを支えていただければ、私たちも安心して見守るこ
とができます。これからも地域とともに、温かい学校づく
りを続けていければ幸いです。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○全職員での情報共有と校内支援体制（チーム支
援）の確立
〇ユニバーサルデザイン（UD）の視点を取り入れた授
業・環境づくり

〇「学級・児童にあった支援を考え改善を図っている」と回答した職
員90％以上。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

〇毎週行う気になる子の情報交換会を通して、配慮が必要な児童の情報共
有を行う。また、必要な児童についてはケース会議を行ったりエリアリーダの
巡回や巡回相談による指導・助言を行ってもらうなどの児童に合った支援体
制を整える。
〇UDを意識した学習・環境作りについて、講師を招聘して研修を2回行う。ま
た、各学年の取り組みの紹介したり年3回のUDチェックリストを行い、職員の
意識を高める。

A

・毎週行う児童の情報交換会を通して、配慮を必要とする児童の把
握がより収集できやすくなった。また、全職員で共通理解することで
困り感のある児童に対して、全職員で対応できる環境ができつつあ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・UDを意識した学習・環境作りについては、92％の職員が達
成することができている。具体的な事例を示すことで、より意識を高
めていきたい。また、講師を招聘し、より特別支援教育の意識が高
まるような働きかけを行っていく。

A

・年度始めに、講師を招聘してUDにおける授業作りについての研
修を行うことと、年間3回のUDチェックシートの実施は大変効果が
あり、「UDの視点を取り入れた授業作り・環境作りができている」と
回答した職員が95％以上であった。また、「学級・児童に合った支
援を考え改善を行っている」と回答した職員も92％以上であった。
・毎週の気になる児童の情報交換会を通して、支援が必要な児童
を把握することができたことで、全職員で対応することができた。

A

・日頃から、気になる児童について先生方が毎週しっかりと情
報を共有し、共通理解のもと全職員で丁寧に対応されている
様子に、地域として大きな安心を感じています。
・これからも先生方が無理なく連携しながら取り組みを続けて
いけるよう、地域としても温かく支えていきたいと思います。子
どもたちが穏やかに過ごせる環境づくりを、これからも一緒に
進めていければ幸いです。

特別支援コーディネーター

○愛郷心の育成

〇「こども伊万里学」や「コミュニティスクール」の推進
・学校サポーターや地域企業等を活用した体験・交流
活動の充実
・積極的な情報発信
・たんぽぽこども園との交流
・9年間の学びをつなぐ教育の推進
（青嶺中校区小中連携教育の充実）
　　
　　
　　

○学校サポーターや地域企業、施設等を活用した授業を各学年年
間３回以上、全校で５０回以上実施し、児童が主体的に地域と関わ
ることができるようにする。
○「伊万里市や黒川町のいいところやじまんすることを知っている」
と回答する児童95％以上
○保小中連携の授業や活動を高学年において年に３回以上行う。

・学校サポーター暦を職員室に掲示し、職員が学校サポーターの活用状況
を把握できるようにする。
・学校サポーターやコミュニティセンターと連携し、児童が主体的に地域と関
わり、参画する活動をその都度ＨＰにアップする。
・青嶺中校区の小学校５、６年生の交流活動や中学生との授業交流を３回
以上実施する。
・次年度を見据えて５年生とこども園年長さんとの交流活動を行うためお互
いに行き来する。

B

・学校サポーターや地域企業、施設等を活用した授業を
１０月の時点で、全校で３５回実施している。
・「伊万里市や黒川町のいいところやじまんすることを
知っている」と回答する児童は88％であった。
・高学年では波多津小と合同で宿泊体験学習に行った
り、修学旅行に行ったり、リモートで交流したりしている。
中学生や年長さんとの交流は今後行う予定である。

B

・サポーター活用の年間計画を立てたり、活用の記録を掲示
したことで担任の意識が高まり、学校サポーターや地域企
業、施設等を活用した授業を１月の時点で、全校で４８回実施
することができた。多い学年は13回も実施している。
・１年生と令和８年度新入生、５年生とたんぽぽこども園年長
児との交流というように、幼保小の連携を図った。
・「伊万里市や黒川町のいいところやじまんすることを知って
いる」と回答する児童は85.3％であった。目標には届かなかっ
たが、故郷を大切に思う心は育っていると考える。

A

・40名を超える学校サポーターの皆さんが、年間を通してさま
ざまな場面で学校を支えてくださっていることに、地域としても
大きな感謝の気持ちでいっぱいです。
・家庭科や総合の学習に参加された方から、子どもたちの生
き生きとした姿が伝わってくるのも、とても嬉しいことです。
・サポーターの方々と学校が温かくつながり、支え合う体制が
整っていることは、子どもたちにとって大きな力になります。今
後も地域全体で学校を応援していけたら幸いです。

教務主任・教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・各分掌、各学年それぞれの立場で、学校教育目標達成に向け、職員、子ども、地域・保護者が三位一体となり、きらり⑫の具現化に取り組んだことで、児童・保護者・地域の方から感謝や励ましの声をいただいたき一定の成果をあげられた。6年生を中心に子ども達自身も主体的にきらり⑫の達成に向けた行動ができ、自己有用感の高まりが感じられた。
・三校合同の人権教育や「はたらく人プロジェクト」、学校サポーター、伊万里の「人、もの、こと」を生かした地域と連携した豊かな教育活動が実現した。
・早寝・早起き・朝ごはんの実施率の向上やスタディウィークの実施率の向上など、児童や家庭への更なる啓発や取り組みのフィードバックを行う。
・CRTの結果より、更なる学力の向上を目指し、スキルアップ研修や授業参観など学校全体で質の高い授業づくりを追求するなど、研鑽の場を増やす。

２　学校教育目標 自己有用感をもって主体的に学び、きらり輝く黒小っ子の育成　　～校訓「黒川だいすき　なかよくがんばる」～

学校名 伊万里市立黒川小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

３　本年度の重点目標
①主体的に考え，学び合う授業　②志を高める教育活動の推進　③特別支援教育の充実　④感謝と思いやりの心の育成　⑤人権尊重の視点に立った生徒指導の充実　⑥運動習慣の改善や健康な体の育成　⑦危機回避能力の育成　⑧愛郷心の育成（きらきら伊万里っ子）　⑨コミュニティ・スクールの

充実　⑩教職員の指導力向上と業務改善（働き方改革）

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

５　総合評価・

　　次年度への展望

・各分掌・各学年が学校教育目標の実現に向けて連携し、職員・児童・地域・保護者が三位一体で取組を進めたことで、対話的授業づくりやUDの推進、心の教育、特別支援体制、読書習慣づくり、運動習慣・安全指導など多方面で大きな成果が得られた。児童は活動を通して自己有用感を高め、主体的に役割を果たす姿が増えたことも大きな成長として感じられた。
・授業改善を継続し、対話的学習と家庭学習の質をさらに高める。CRT等の結果を学級ごとに共有し、基礎学力の到達状況を可視化。児童自ら学びを改善できる仕組みを確立する。
・貸出冊数の見える化や読書イベントを計画的に実施し、「進んで読書をしている」児童の割合向上を図る。うちどく・家読・図書館活用を一体的に推進し、読書習慣を全学年で確実に定着させる。
・生成AIの活用や会議・資料作成の最適化を進め、時間外勤務の削減と年休取得の平準化を図る。合同授業・役割分担の工夫により職員の負担を軽減し、教育活動の質向上と働きやすさを両立する。

●心の教育

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●健康・体つくり


